
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

作
文
コ
ン
テ
ス
ト
で
表
彰

　

法
務
省
が
昨
年

募
集
し
た
第
69
回

「
社
会
を
明
る
く
す

る
運
動
」
作
文
コ
ン

テ
ス
ト
で
、
多
田
悠

斗
さ
ん
（
芦
屋
東
小

学
校
６
年
生
）
が
福

岡
県
保
護
観
察
所
長

賞
を
受
賞
し
、
波
多

野
町
長
に
報
告
し
ま
し
た
。
作
文
の
題
名
は

「
後
悔
の
な
い
人
生
の
歩
み
方
」
で
、
応
募
総

数
約
２
万
４
０
０
０
点
（
福
岡
県
内
）
の
中

か
ら
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
上
璃
子
さ
ん
（
芦
屋
小
学
校
６

年
生
）
の
「
私
を
支
え
て
く
れ
て
い
る
人
」

と
福
岡
亜
湖
さ
ん
（
芦
屋
中
学
校
１
年
生
）

の
「
あ
り
が
と
う
」
が
遠
賀
保
護
区
保
護
司

会
長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

文
部
科
学
大
臣
優
秀
教
職
員
表
彰

　

１
月
14
日
、
芦
屋

東
小
学
校
主
幹
教
諭

の
古
井
崇
さ
ん
が
令
和

元
年
度
文
部
科
学
大

臣
優
秀
教
職
員
表
彰

を
受
賞
し
ま
し
た
。
学

校
の
中
で
学
習
の
基
盤

と
な
る
「
物
構
え
・
身

構
え
・
心
構
え
」
の
意
識
付
け
と
授
業
改
善
に

対
す
る
組
織
的
な
取
組
の
推
進
、「
挨
拶
・
掃

除
・
返
事
」
の
意
識
化
に
も
寄
与
し
、
児
童
の

学
力
向
上
や
豊
か
な
心
の
育
成
に
大
き
く
貢

献
し
ま
し
た
。
そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
今
回

の
優
秀
教
職
員
表
彰
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

来
て
、
見
て
、
歩
い
て
大
発
見
！

手
づ
く
り
フ
ェ
ア 

in
あ
し
や
２
０
２
０

▽�

と
き　

４
月
25
日

土
・
26
日
日

▽�

と
こ
ろ　

正
門
通

り
商
店
街
空
き
店

舗
ほ
か

　

２
０
１
２
年
ま
で

11
年
連
続
し
て
開
催

し
、
休
止
し
て
い
た

手
づ
く
り
フ
ェ
ア
が
、

こ
の
春
復
活
し
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
手
工
芸

の
達
人
た
ち
の
趣
向
を
凝
ら
し
た
作
品
を
再

び
「
来
て
、
見
て
、
歩
い
て
大
発
見
！
」
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

　

フ
ェ
ア
開
催
に
先
立
ち
出
展
者
を
募
集
し

ま
す
。

【
出
展
者
募
集
要
項
】

　

�

①
出
展
者
名
（
グ
ル
ー
プ
の
場
合
は
代
表

者
名
）　

②
出
展
名
（
店
名
ま
た
は
グ
ル
ー

プ
名
）　

③
住
所　

④
電
話
番
号　

⑤
出
展

内
容　

⑥
応
募
締
め
切
り　

２
月
15
日
土

※�

出
展
料
な
ど
の
詳
し
い
内
容
は
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

▽�

問
い
合
わ
せ
　
芦
屋
町
手
工
芸
家
協
会
（
山

田
☎
０
９
０

－

６
６
３
７

－

８
７
０
２
・
石

橋
☎
０
９
０

－

４
９
９
６

－

９
５
９
２
）

謡
曲
同
好
会
発
表
会
（
初
謡
）

▽�

と
き　

２
月
16
日
日
・
午
前
９
時
30
分
～

午
後
２
時
30
分

▽
と
こ
ろ　

中
央
公
民
館
４
階
和
室

▽�

演
目　

羽は
ご
ろ
も衣
・
田た
む
ら村
・
花か
げ
つ月
・
東と
う
ぼ
く北
・
巴

と
も
え

▽�

問
い
合
わ
せ　

謡
曲
同
好
会
（
安
高
☎
２

２
３
局
１
５
６
５
）

放
送
大
学
・
４
月
入
学
生
募
集

　

放
送
大
学
は
、
４
月
入
学
生
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
幅
広
い
世
代
（
10
～
90
歳
代
）
の
約
９

万
人
の
学
生
が
、
大
学
を
卒
業
し
た
い
、
学
び

を
楽
し
み
た
い
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
目
的
で
学

ん
で
い
ま
す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・
情
報
・

自
然
科
学
な
ど
、
約
３
０
０
の
幅
広
い
授
業

科
目
が
あ
り
、
１
科
目
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

全
国
に
学
習
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、

サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど
の
学
生
の
交
流
も
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

資
料
請
求
（
無
料
）
は
、
気
軽
に
放
送
大
学

福
岡
学
習
セ
ン
タ
ー
（
☎
〈
０
９
２
〉
５
８
５

局
３
０
３
３
）、
ま
た
は
放
送
大
学
北
九
州
サ

テ
ラ
イ
ト
ス
ペ
ー
ス
（
☎
６
４
５
局
３
２
０
１
）

へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

出
願
期
日
は
、
第
１
回
＝
２
月
29
日
土
、
第

２
回
＝
３
月
17
日
火

司
法
書
士
会

相
続
登
記
は
お
済
み
で
す
か
月
間

　

福
岡
県
司
法
書
士
会
で
は
、

２
月
を
「
相
続
登
記
は
お
済

み
で
す
か
月
間
」
と
定
め
、

福
岡
県
内
の
司
法
書
士
が
相

続
登
記
手
続
き
に
関
す
る
相

談
に
無
料
で
応
じ
ま
す
。

▽�

相
談
期
間　

２
月
１
日
土
～
29
日
土

※�

相
談
日
時
は
紹
介
先
の
司
法
書
士
と
調
整

し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

と
こ
ろ　

福
岡
県
司
法
書
士
会
会
員
事
務
所

▽�

紹
介　

司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
で
、

最
寄
り
の
司
法
書
士
事
務
所
を
紹
介
し
ま
す
。

　

�【
司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
】

　

 

☎
０
５
７
０

－

７
８
３

－

５
４
４

※
平
日
・
午
前
10
時
～
午
後
４
時

▽�

問
い
合
わ
せ　

福
岡
県
司
法
書
士
会
事
務

局
（
☎
〈
０
９
２
〉
７
２
２
局
４
１
３
１
）

みんなの

ひろば

広報あしや　2020.2.1 ⑥



●
浜
木
綿
俳
句
会

蕨
縄
ほ
つ
れ
関
守
石
凍
つ
る

�

池
田
千
恵
子

寒
禽
や
艇
庫
は
固
く
閉
ぢ
し
ま
ま

�

花
田
八
代
美

古
地
図
な
る
宿
坊
三
百
冬
銀
河

�

吉
住　

利
枝

曝
さ
れ
て
縄
文
人
骨
悴
め
る

�

池
田　

幸
利

●
芦
屋
俳
句
ク
ラ
ブ

お
さ
な
子
の
寝
息
に
膨
る
布
団
か
な

�

仲
山
ク
ニ
子

逝
く
つ
も
り
な
く
て
冬
薔
薇
咲
か
せ
を
り

�

縄
田　

惠
子

転
読
の
僧
の
音

お
ん
じ
ょ
う声
花
八
手

�

桐
山　

美
枝

書
き
初
め
の
勢
ひ
を
競
う
あ
に
・
い
も
と

�

廣
橋
い
た
る

●
水
茎
短
歌
会

朝
早
く
町
内
一
掃
始
ま
り
て

掃
く
公
園
の
寒
さ
厳
し
き

�

宮
﨑
佐
代
子

寒
い
朝
セ
ン
タ
ー
試
験
へ
向
う
子
に

豚
カ
ツ
弁
当
持
た
せ
見
送
る

�

村
上　

一
惠

生
前
に
夫
の
履
き
い
し
黒
き
靴

残
り
し
服
の
箱
の
上え

に
あ
り

�

野
口　

瑛
子

冬
枯
れ
の
魚
見
の
山
の
頂
き
に

照
る
櫨
も
み
じ
と
咲
く
寒
椿

�

田
中
勢
津
子

２ 月

新 着 図 書
【一般書】
梅と水仙 植松　三十里� 著
山岳捜査 笹本　稜平� 著
雲を紡ぐ 伊吹　有喜� 著
猫
ねこぎみ

君 畠中　恵� 著

【児童書】
すごいぞ！はたらく知財 内田　朋子� 作
ネコ魔女見習いミルク ポーラ・ハリソン　�作
おいかけっこのひみつ いとう　ひろし� 作
なんだろうなんだろう ヨシタケ　シンスケ�作
やきいもとおにぎり　 みやにし　たつや� 作

芦屋町図書館（☎２２３局３６７７）
開館時間　午前 10時～午後６時
休館日　�３日月・10日月・17日月・

25日火・27日木▲よむにゃん

としょかん 通 信

定例おはなし会

俳
句
、
短
歌

イマジン？
� 有川　ひろ　著
　憧れていた映像制作
の現場に飛び込んだ、

良井良助。専門用語が
飛び交う現場であたふ
たする良助だったが、
作品と向き合う仲間た
ちの熱気に、焦がれる
ような思いを募らせて
いく。走るしか能のな
い新米、突っ走る！

と　き 　　出　演・催　し　　
05 日水 赤ちゃんおはなし会 たっち
08 日土 お話しポケット
09 日日 にじの会
15 日土 おはなしトントン
23 日日 にじの会
※時間はいずれも午前 11時から

�
△

ところ　図書館１階おはなしのへや

■特集コーナー

　日本の文学賞で現在一番古いものは、雑誌「文
藝春秋」を創刊した菊池寛が友人を悼み、作っ
た「芥川龍之介賞」と「直木三十五賞」です。
毎回結果が注目を集めるこれらの賞は年２回行
われ、下半期は毎年１月に発表されています。
今回 1月 15 日の選考会を経て、芥川賞には古
川真人氏の「背高泡立草」が、直木賞には川越
宗一氏の「熱源」が選ばれました。

　2004 年に始まった本屋大賞は「全国書店員
が選んだいちばん！売りたい本」として、書店
員の投票で選ばれます。これまでの本屋大賞に
は「蜜蜂と遠雷」や「羊と鋼の森」などがあり、
多くが映画化されています。４月７日 ( 火 ) の
大賞発表までに、気になる作品から読んでみま
せんか。

第162回芥川賞・直木賞発表特集

2020年本屋大賞ノミネート作品発表
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